
学校番号 ２０２ 

令和２年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「ＭＯＵＳＡ１」（教育芸術社） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・音楽Ⅰでは、器楽、歌唱、創作、楽典、鑑賞を行います。また、グループを組みグループ内の人

と協力をして一つの曲に取り組む活動も行います。 

・器楽では、アルトリコーダー・ギター・キーボード・筝・和太鼓などの奏法やタブ譜の読み方な

ど基礎的な知識や技能を学習します。 

・歌唱では、日本の曲や英語歌詞の曲など海外の曲にも取り組みます。 

・楽典は、楽譜の読み方や簡単な楽語、楽器の種類や構造などを学習します。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、創

造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への 

関心・意欲・態度 
b:音楽表現の創意工夫 c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心をもち、歌唱、器楽、

鑑賞の学習に主体的

に取り組もうとする。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それ

らの働きを感受しな

がら、歌唱、器楽の音

楽表現を工夫し、どの

ように歌うか、演奏す

るかについて表現意

図をもっている。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽

の技能を身に付け、

創造的に表してい

る。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それ

らの働きを感受しな

がら、解釈したり価

値を考えたりして、

音楽に対する理解を

深め、よさや美しさ

を創造的に味わって

いる。 

評
価
方
法 

観察 

プリント 

観察 

プリント 

演奏の聴取 観察 

ワークシート 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
年
を
通
し
て 

楽
譜
を
知
ろ
う 

○楽典 

・音階、音符、拍子、楽語 等 

○   ○ a: 楽譜の基礎を理解する楽しさ 

を知り、音の持つ魅力に関心を

もち主体的に取り組もうとし

ている。 

d: フラッシュやリズム楽器を使 

い音階や音符などを学習し、生

涯にわたって愛好するための

読譜力等を付ける。 

観察 

プリント 

小テスト 

１
学
期 

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
豊
か
な
声
で
歌
い
上
げ
よ
う 

【歌唱】 

○校歌 

○ふるさと（嵐） 

○ひまわりの約束 

 

 

 

 

○ ○ ○  a:歌う喜びを味わい、イメージを 

持って歌う学習に主体的に取

り組もうとしている。 

b:音楽を形づくっている要素を知 

覚し、それらの働きが生み出す

雰囲気や特質を感受しながら、

歌詞の内容と関わらせてどの

ように歌うか、表現意図をもっ

ている。 

c: 曲にふさわしい発声、言葉の発

音、身体の使い方などの技能を

身に付けている。 

観察 

演奏の聴取 

そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
響
き
を
楽
し
も
う 

【器楽】 

○リコーダー 

・リコーダーの種類 

・Ｆive Concert Pieces より 

・上を向いて歩こう    他 

○ボディパーカッション 

・リズム模倣 

・手拍子の花束 

○ギター 

・ギターの基礎知識・基礎練習 

・キラキラ星 

・小さな世界 他 

○ ○ ○  a:それぞれの楽器に関心をもち、 

その持ち味を生かして演奏す

る学習に主体的に取り組もう

としている。 

b:それぞれの楽器の特徴を理解 

し、曲を演奏することができる。 

c:リズム譜を読譜し、表現した 

いことを伝える為の技能を身

に付けている。 

観察 

プリント 

演奏の聴取 

い
ろ
い
ろ
な
音
楽
を
知
ろ
う 

【鑑賞】 

○ジャズ 

・Ａ列車で行こう 

・シングシングシング 

○ピアノ演奏 

・独奏、連弾、多重奏 等 

○   ○ a:歌や楽器の美しさやリズム 

感、表現上の効果を感じ取り、

鑑賞する学習に主体的に取り

組もうとしている。 

d:音楽を形作っている要素を知覚 

し、それらの働きが生み出す特

質や雰囲気などを感受しなが

ら、音楽に対する理解を深め、

よさや美しさを創造的に味わ

って聴いている。 

観察 

ワークシート 



２
学
期 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
音
楽
を
味
わ
お
う 

【歌唱】 

○２部合唱 

・アホールニューワールド 他 

○ ○ ○  a:曲想を味わいながら、イメージ

を持って歌う学習に主体的に取

り組もうとしている。 

b:旋律、リズム、速度など音楽を 

形作っている要素を知覚し、そ

れらの働きが生み出す特質や

雰囲気を感受し、曲種に応じた

発声の特長を生かした表現を

工夫し、どのように歌うかにつ

いて表現意図をもっている。 

c:創意工夫を活かした歌唱表現を

するために必要な、曲にふさわ

しい発声、言葉の発音、身体の

使い方などの技能を身に付けて

いる。 

観察 

演奏の聴取 

自
分
た
ち
の
演
奏
を
表
現
し
よ
う 

【器楽・創作】 

○グループ演奏・発表 

・各グループ曲 

 

○ ○ ○ ○ a:アンサンブルに関心を持ち、そ 

の持ち味を生かして演奏する

学習に主体的に取り組もうと

している。 

b:パートの特徴や変化を知覚し、 

その働きを感受しながらどの

ように音楽を作るかについて

表現意図をもっている。 

c:リズム譜を読譜し、表現したい 

ことを伝える為の技能を身に

付けている。 

d:他のグループの演奏を鑑賞し、 

工夫していた所、よかった所の

発表・評価をする。 

観察 

演奏の聴取 

プリント 

ア
ド
リ
ブ
に
挑
戦 

【創作】 

○キーボード 

・「キラキラ星」をブルースでア

レンジしよう 

○ ○ ○  a:学習に主体的に取り組もうとし

ている。 

b:音階の特徴を現したいイメージ

と関わらして理解し、創作表現

を創意工夫している。 

c:創意工夫をして旋律をつくる技

能を身に付けている。 

 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
聴
こ
う 

【器楽・鑑賞】 

○オーケストラで演奏される

楽器の特徴、仕組みを学

習する。 

・弦楽器・木管楽器・金管楽

器・打楽器・鍵盤楽器 

・動物の謝肉祭 

 

 

○   ○ a:管弦楽で扱われる楽器の音色や 

特徴、仕組みと表現上の校歌に

関心をもち主体的に取り組も

うとしている。 

d:音楽を形作っている要素を知覚 

し、それらの働きが生み出す特

質や雰囲気などを感受しなが

ら、それらの価値を考えたりし

て、音楽のよさや美しさを創造

的に味わって聴いている。 

観察 

ワークシート 



３
学
期 

 

【器楽】 

○筝 

・千本桜 

・さくらさくら（平調子）   等 

○和太鼓 

・三宅太鼓  等 

○ ○ ○  a:わが国の郷土の伝統音楽につい 

て関心をもち、鑑賞する学習に

主体的に取り組もうとしてい

る。 

b:音楽を形作っているリズムや調 

子を知覚し、それぞれが持って

いる要素を感受しながら音楽

の表現意図をもっている。 

c:創意工夫を生かした音楽表現に 

必要な技能を身に付けている。 

観察 

演奏の聴取 

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

【器楽】 

○ギター 

・チューナーを使ったチューニング 

・タブ譜の学習 

・ミッキーマウスマーチ 

○ ○ ○ ○ a:ギターアンサンブルに関心をも 

ち、その持ち味を生かして演奏

する学習に主体的に取り組も

うとしている。 

b:音楽を形作っている要素を感受 

しながら音楽表現する。また、

響きを感じる。 

c:タブ譜を読譜し、表現したいこ 

とを伝える為の技能を身に付

けている。 

d:タブ譜の読譜を学ぶとともに、 

チューナーを使い、音を合わせ

る技能を身に付ける。チューニ

ングの重要性を学ぶ。 

観察 

プリント 

演奏の聴取 

小テスト 

 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能        d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


